
「ちばSDGs推進ネットワーク」を

生かした官民連携による

地方創生の取組み

代表地方公共団体：千葉県
代表地域金融機関：千葉銀行（ちばSDGs推進ネットワーク事務局）
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千葉県の目指す姿・在りたい姿と地方創生に資する自律的好循環の形成

半島という地理的制約により
人口減少・過疎化の問題にも直面

地域金融機関・各経済団体等が結集し、県経済界を挙げてSDGsの普及啓発を図るとともに、投融資
に留まらず、より多くの企業等の連携・協働事例を創出すること等を通して、地方創生に資する
自律的好循環の形成を図る。

広範な地域課題に統合的に取り組むSDGsの考え方は、各地域の個性や特性を生かしながら、地方創生の取組を
進め、持続可能な県づくりを進めている千葉県及び経済界双方にとって、目指すべき方向性と同じ。
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「ちばSDGsパートナー登録制度」について

企業等のSDGs推進機運を醸成し、具体的な取組
を後押しする

SDGsに積極的に取組む企業等の『見える化』を図る

令和３年１１月、千葉県
「ちばSDGsパートナー登録制度」を創設

登録件数は申請受付開始から13か月で 1,647団体

『ちばSDGs推進ネットワーク』による働きかけ、申請支援・助言

（令和４年１月～）

令和５年２月１６日時点

今後もさらにSDGsに自発的に取組む企業等
の裾野を拡大
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「ちばSDGs推進ネットワーク」について

令和４年１月の「ちばSDGsパートナー登録制度」申請受付開始に合わせ、地域金融機関及び
各経済団体等と、千葉県の計１２企業・団体が、SDGsの普及啓発・SDGsに取組む企業等への
支援を目的に発足。

SDGs及びパートナー登録制度の広報啓発に、金融機関は取引先・経済団体は会員企業等への働き
かけを基本とするが、千葉県経済界を挙げた体制を構築したことで、地域・業種・業態のいずれについて
も全て網羅 ➡ SDGsに取組む県内企業等の裾野を拡大

ち ば Ｓ Ｄ Ｇ ｓ推 進 ネ ッ ト ワ ー ク

千 葉 県
特別会員としてネットワークにも参画

地域金融機関
千葉銀行（事務局）

京葉銀行
千葉興業銀行

千葉県信用保証協会

経済団体７団体経済団体７団体
千葉県商工会議所連合会
千葉県経営者協会
千葉県経済協議会
千葉県経済同友会
千葉県商工会連合会

千葉県中小企業団体中央会
千葉県中小企業家同友会
➡延べ加盟社14万先

発足式には各行頭取、各経済
団体等の代表、県知事が一同に
会し官民協働を広く周知

≪本ネットワークの実効性≫
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「ちばSDGs推進ネットワーク」の活動①

ネットワーク会議の開催

パートナー登録制度の普及のみならず、ネットワークの運営面においても、定期的にネット
ワーク会議を開催し、SDGs推進のための施策・活動等の意見交換・情報共有を実施

官民協働のスキームを実態面でも担保
開催日程 概要

2022年3月22日

• 第1回登録企業の状況、登録制度に対する事業者の反応について情報共有。
• SDGs関連の保証協会制度資金の利用状況について情報共有
• パートナー登録企業の今後の募集計画について意見交換
• 登録企業の増加に必要な施策・県内事業者にSDGsの取組みを広めていくための施策・今後の
ネットワークの活動に関する意見交換

2022年5月10日
• 第1回登録企業の傾向分析を情報共有
• 第2回パートナー登録企業募集について情報共有
• SDGs関連の保証協会制度資金の利用状況について情報共有
• セミナーの共催実施について説明

2022年10月24日 • 表彰制度へのエントリーについて意見交換
• 今後のネットワーク活動内容・ネットワーク各会員の取組状況について情報共有
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「ちばSDGs推進ネットワーク」の活動②

SDGsの普及啓発
～セミナー共催～

脱炭素やCO2削減に資する観点からのSDGsの普及についても、ネットワークの網羅性及び
SDGsに自発的に取り組むパートナー登録企業の「見える化」を活用し、各種のセミナー等

が開催される際には、ネットワークが
共催や後援の形で参画。

企業の脱炭素に向けた取組を
推進するセミナーを始め、戦略的・
集中的な情報提供・募集を行い、
参加者の質・量の両面から大きな
成果が出ている。

※今年度共催３件、後援１件
（予定を含む）
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自律的好循環の形成に向けた金融支援の充実

パートナー登録企業等への金融支援

千葉県信用保証協会が令和４年１月よりSDGsに取組む
企業に対し保証料を割り引く制度を開始。

千葉県も令和４年４月、パートナーに登録された中小企業
者に対し低利の資金メニューを創設した。

ネットワーク地域金融機関による
サステナブルファイナンス

保証承諾実績
2,844百万円
（令和4年4～9月）

融資実績
356百万円

（令和4年4～8月）

SDGsに積極的な企業の成長を後押し

地域金融機関三行（千葉銀行・京葉銀行・千葉興業銀行）のサステナブルファイナンスに
よる融資実績を現行の8,654億円から2030年までに３兆２千億円まで引き上げる。

SDGsの取組みを通じた地域における資金の
還流と再投資を生み出していく
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地域企業15社と立ち上げた農業法人の自走
式機械による水田除草プロジェクトで「先進的
デジタル技術活用実証プロジェクト補助金」の
助成を受け、デジタル技術活用による地域農
業発展の取組みが進展。

ネットワーク地域金融機関による非金融支援での先進事例

個人消費者からの資金還流による地域新
ブランド創出をサポートする観点から、グループ
地域商社がクラウドファンディングを伴走支援。
令和4年4月～9月
69件、64％が売上
目標達成。

地域商社でのブランド創出
フードロス問題に向き合うSDGsマルシェを令
和3年10月から3回開催。
今後定期開催し、ＳDGsの理解促進や地域
課題解決・活性化に取組む。

フードロス問題に向き合うSDGsマルシェ

農業法人デジタル活用

非金融支援の先進的事例も
ネットワーク間で情報共有・横展開し
「見える化」されたパートナー企業にも
波及させ、点から面への展開を図る

中小企業の経営課題解支援策としてSDGs
への取組みを伴走支援。
目標設定を議論し、中小企業診断士である
行員がサポートし、具体的に
設定。パートナー登録と合わせ、
健康経営優良法人を取得。
省エネ化などを継続支援中。

中小企業のSDGs取組み支援
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千葉県・ネットワーク会員によるSDGsへのコミットメント
千葉県では、最上位計画である
総合計画において、SDGsの

推進を施策横断的な視点の一つとして位置付け、
全庁を挙げて取り組むこととしており、「ちばSDGs
パートナー登録制度」はその広報啓発の中心に位置
づけられている。

ネットワークの地域金融機関においても、
各行の中期経営計画において、SDGsを

重要戦略と位置付けており、地域と一体となって取組みを
強化することとしている。

経済団体ならびに千葉県信用保証協会も含むネットワーク
の会員全団体自らが「ちばSDGsパートナー登録制度」に
登録し、自団体のSDGs活動をコミットしている。

千葉県

ネットワーク

高 い
持続性
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支援取組の影響・点から面へ
帝国データバンク千葉支店が2022年6月に実施した「SDGsに関する千葉県内企業の
意識調査」によると、SDGsに積極的な企業は５２.８％と、前回2021年6月の調査から
１４.９ポイント増加しており、確実に認知度が向上している。

ネットワークの構成員が個々に行っている様々な先進的事例を、ネットワークで情報共有し
横展開すると共に、「見える化」されたパートナー登録企業への波及により点から面への展開
を図るとともに、地域金融機関三行によるサステナブルファイナンスの拡大も含めて、SDGs
の取組みを通じた地域における資金の還流と再投資を生み出し、自律的好循環を形成
することにより、地域経済の活性化を実現していく。

県内事業者

ちばSDGsパートナー登録制度
積極的な事業者を「見える化」

ち ば Ｓ Ｄ Ｇ ｓ
推 進 ネ ッ ト ワ ー ク

千 葉 県

≪資金支援≫サステナブルファイナンス（地域金融機関）/県低利融資メニュー/保証協会保証料割引制度
≪非金融支援≫ネットワーク/パートナー企業で先進事例を情報共有・横展開し点から面へ展開

支援

自律的好循環の形成

地域経済の活性化 地域における資金の
還流と再投資

さらにパートナーの裾野を拡大


